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海洋性酸素非発生型好気性光合成細菌・Roseobacter属とErythrobacter属の光合成特性
Photosynthetic characteristics of marine aerobic anoxygenic phototrophic bacteria Roseobac-
ter and Erythrobacter strains
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<導入>　光合成色素バクテリオクロロフィル (BChl) aを有する酸素非発生型好気性光合成細菌 (Aerobic Anoxygenic
Phototrophic bacteria: AAnPB)は、光栄養と従属栄養の両方の栄養様式を用いて増殖することが出来る。そのため、AAnPB
の代謝様式は「光従属栄養」と呼ばれている (Yurkov and Csotonyi 2009)。近年、AAnPBと、プロテオロドプシンを有す
る細菌やシアノバクテリアであるProchlorococcusを含むその他の光従属栄養生物とを合わせて、生命活動におけるエネ
ルギー獲得の観点から、新しい機能グループとして分類してきた (Beja and Suzuki 2008; Cottrell and Kirchman 2009)。
　生態学的な観点では、Kolber et al. (2001)は、AAnPBは外洋表層において全菌数に対し少なくとも 11%を占めると報

告した。その後、AAnPBは海洋表層に広く分布しており、その現存量の時空間変動は大きいことが明らかとなってきた
(例えば、Schwalbach and Fuhrman 2005; Lami et al. 2007)。しかしながら、AAnPB群集の動態を何が支配しているのかと
いうことは未だに明らかにされていない。この一つの理由として、AAnPBの生理生態学的特性が未だによく理解されて
いないことがある。例えば、AAnPBの増殖に対する光合成の寄与はほとんど定量化されていない（Yurkov and Csotonyi
2003）。一方、海洋性 AAnPBの単離株のほとんどはRoseobacter属とErythrobacter属から得られている。Koblizek et al.
(2003)は、Erythrobacterr属に属する単離株を数種用いて、16S rRNA遺伝子とpufM遺伝子の塩基配列、増殖速度、生体
内の吸収スペクトル、励起蛍光スペクトル、色素組成の観点から、その生化学的および生理学的特性を決定した。さら
に、Koblizek et al. (2010)は、Roseobacterクレードに属する AAnPB（COL2P株）の光合成特性を明らかにした。しかし
ながら、他の AAnPBについては未だ報告がなく、更に、Roseobacter属とErythrobacter属の光合成特性の違いも不明な
ままである。

<目的>　本研究の目的は、異なる 2属の AAnPB、Roseobacter属およびErythrobacter属の単離株の光合成特性におけ
る相同性と相違性を明らかにすることである。

<方法>　沿岸域からRoseobacter属に属する海洋性 AAnPB (OBYS 0001株)を分離し、生理学的および生化学的特性
を、特に光合成特性に注目して調べた。その際、比較対象としてErythrobacterlongusNBRC 14126タイプストレイン株
を用いた。ZoBell 2216E液体培地中で 20度で培養し、増殖期ごとに以下の 4項目の測定を行った。1.増殖速度 (蛍光顕
微鏡直接計数法)、2.光合成活性 (バクテリオクロロフィル可変蛍光光度法)、3.光合成色素分析 (高速液体クロマトグラ
フィー)、4.光学特性分析 (分光蛍光光度法)。

<結果および考察>増殖曲線は、OBYS 0001株および NBRC 14126ともに同じパターンを示した。細胞内 BChl a濃度
は、両株ともに定常期において最大となった。生体内の励起蛍光スペクトル/光学密度は、OBYS 0001株が 470-600 nm
の領域で NBRC 14126株よりも高い値を示した。可変蛍光測定では緑色光励起下で、OBYS 0001株の光化学系 II の有効
光吸収断面積 (sigma PSII)が、NBRC 14126株より大きかった。これらの結果は、RoseobacterがErythrobacterより、緑
色光を効率的に捕集していることを示唆している。一方、光化学系 II の光化学反応の量子収率 (Fv/Fm)は、OBYS 0001
株では常に NBRC 14126よりも低い値であった。また、OBYS 0001では、Fv/Fmと増殖速度との間には有意な正の相関
(p < 0.05)があったが、NBRC 14126株ではなかった。これらの結果が示唆することは、AAnPBには、Fv/Fmを単純に
増殖速度のプロキシとして用いることは出来ないということであり、この不確実性は AAnPBの従属栄養性に起因してい
るのかもしれない。

キーワード:酸素非発生型好気性光合成細菌, Roseobacter, Erythrobacter,可変蛍光,吸収スペクトル,励起蛍光スペクトル
Keywords: aerobic anoxygenic phototrophic bacteria,Roseobacter, Erythrobacter, variable fluorescence, absorption spectrum,
fluorescence excitation spectrum


